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群
区
肉
牛

の
部
に
出

品
す
る
新

地
正
清

さ
ん
（
鹿

屋
市
・
72

歳
）
は
出

品
者
代
表

あ
い
さ
つ

で
「
全
共

に
出
品
す

る
の
は
初

め
て
の
経

験
で
、
夢

の
よ
う
。

出
品
者
６

名
、鹿
児
島
代
表
で
あ
る
と
同
時
に『
チ
ー

ム
き
も
つ
き
』の
代
表
と
し
て
、共
に
闘
っ

て
き
た
仲
間
た
ち
の
想
い
を
胸
に
、
挑
み

た
い
」
と
全
共
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　

同
会
で
は
、「
激
励
の
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
を
実
施
。
同
Ｊ
Ａ
の
中
村
有
沙

職
員
が
、
約
２
㍍
四
方
の
紙
に
「
て
っ
ぺ

ん
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
想
い
を
込
め
た
「
頂
（
い
た
だ
き
）」

の
文
字
を
書
き
上
げ
、
会
場
か
ら
は
感
嘆

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
村
職
員
の
母
校
、
鹿
屋
女
子
高
校
か

ら
、
書
道
部
の
生
徒
ら
が
応
援
に
駆
け
付

け
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
補
助
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
９
月
28
日
、

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
ど
っ
菜
市
場
で
、
第
12
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
の
県

代
表
６
人
を
激
励
し
よ
う
と
、
肝
属
地
区

壮
行
会
を
開
い
た
。
出
品
者
や
行
政
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
ら
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛
組
合
長
は
「
１
年

前
、『
必
ず
全
共
に
行
く
と
い
う
強
い
想

い
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
』
と
『
和
牛
日

本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
、
候

補
牛
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
」「『
き
も
つ
き
』
が
頑
張
ら
な
い
と

鹿
児
島
の
『
日
本
一
』
は
成
せ
な
い
。
代

表
の
７
頭
が
本
番
で
７
つ
の
光
輝
く
星
と

な
り
、
大
会
が
大
盛
況
に
終
わ
る
事
を
願

う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

か
ら
種
牛
５
頭
、
肉
牛
２
頭
の
出
品
が
決

定
。
会
場
に
は
、
出
品
者
・
出
品
牛
の

名
前
入
り

の
ぼ
り
旗
、

寄
せ
書
き
、

約
５
万
羽

の
「
万
羽

鶴
」
が
飾

ら
れ
ま
し

た
。

　

第
６
区

総
合
評
価

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
９
月
９
日
、

同
Ｊ
Ａ
新
西
南
で
ん
粉
工
場
の
安
全
祈
願

祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
工
場
関
係
者
が
出
席
。

工
場
の
安
全
操
業
に
向
け
祈
願
し
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
、
で
ん
粉
原
料
用
カ
ン
シ
ョ

の
安
定
生
産
と
生
産
者
の
所
得
安
定
を
図

る
目
的
で
操
業
を
行
い
、
今
年
で
14
年
目

の
操
業
を
迎
え
ま
す
。

　

22
年
度
は
、
鹿
児
島
き
も
つ
き
、
そ
お

鹿
児
島
、
肝
付
吾
平
町
の
３
Ｊ
Ａ
管
内
の

生
産
者
７
３
７
人
で
で
ん
粉
用
カ
ン
シ
ョ

約
８
１
３
㌶
を
栽
培
す
る
。
同
工
場
は
原

料
芋
約
２
万
㌧
の
受
け
入
れ
を
目
標
と
し
、

約
６
千
㌧
の
で
ん
粉
を
製
造
す
る
計
画
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
下
小
野
田
寛

組
合
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
地
域
の
皆
さ
ん

が
丹
精
込

め
て
作
ら

れ
た
カ
ン

シ
ョ
を
受

け
入
れ
て
、

今
年
も
安

心
・
安
全

な
で
ん
粉

を
製
造
し

て
い
く
」

と
語
り
ま

し
た
。

　

内
之
浦
地
区
で
は
特
産
か
ん
き
つ
「
辺

塚
（
へ
つ
か
）
だ
い
だ
い
」
収
穫
が
９
月

上
旬
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
内
之
浦
野
菜
集
荷
場
で
、
Ｊ
Ａ
職

員
ら
が
辺
塚
だ
い
だ
い
の
選
果
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
内
之
浦
支
所
に
よ
る
と
、
令
和
４

年
度
産
は
、「
裏
年
」
に
加
え
て
、
台
風

14
号
の
被
害
に
よ
り
、
落
果
が
多
く
、
収

量
が
令
和
３
年
度
よ
り
少
な
く
な
る
見
込

み
。

　

辺
塚
だ
い
だ
い
の
収
穫
は
10
月
中
旬
ま

で
。
今
年
度
産
は
、
肝
付
町
と
南
大
隅
町

の
生
産
者
55
人
で
栽
培
し
、
前
年
よ
り
約

20
㌧
減
の
約
40
㌧
を
計
画
し
ま
す
。

　
　
　
　

内
之
浦
支
所
広
報
委
員　

津
曲

「頂」目指し意気込む出品者ら

書道パフォーマンスを行う中村職員

安全祈願をする下小野田組合長

選果される辺塚だいだい

きもつきNEWS
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営農継続に係る

独自支援対策
生産資材等の高騰

による営農継続へ
の影響に対し、私

たちJA鹿児島きも
つきは、

管内の組合員に向
けて独自支援対策

を実施いたします
。

生産費低減、農畜
産物販売対策とし
て支援を行う。

詳しくは、各支所購買窓口
までお問合せください。 ・本所

・大姶良支所
・東部支所
・垂水支所

・串良支所
・東串良支所
・高山支所
・内之浦支所

・根占支所
・大根占支所
・田代支所
・佐多支所

対
策
内
容

予定金額予定金額

11億億55千千万円万円
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「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  広報課  TEL 0994-41-4746まで

Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
１ 

― 

４
７
４
６
ま
で

kg 1kg

女性部員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

定価（税込）
●普通月号　　　　　　　　　　629円
●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円
●家計簿付き 12月号　　　　  1,027円

ＪＡ⿅児島きもつき⼥性部
串良⽀部⻑

本村 ヤス⼦さん

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
は
10
月
12
日
、
鹿
児
島
市
谷
山

に
あ
る
「
た
わ
わ
タ
ウ
ン
谷
山
」
で
開
か

れ
た
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
鹿
児
島
交
流
会

「
つ
ど
い
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

参
加
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

出
品
し
た
「
秋
の
具
だ
く
さ
ん
炊
き
込

み
ご
飯
」
は
「
塩
こ
う
じ
パ
ウ
ダ
ー
」、
根

菜
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ひ
ら
茸
、
し
ょ
う
が
、

牛
肉
を
新
米
と
共
に
炊
き
、
仕
上
げ
に
辺

塚
だ
い
だ
い
の
刻
み
を
乗
せ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
「
び
っ
く
り
し

た
。
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
受

賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
、
祓
川
・
谷

田
・
重
田
の
三
地
区
で
お
じ
ゃ
ん
せ
（
ミ
ニ

デ
イ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、

健
康
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

転
倒
予
防
や
尿
失
禁
予
防
の
体
操
の
ほ
か
、

道
具
要
ら
ず
で
手
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
足
を
上
げ
て
歩
い
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
小
さ
な
段
差
に
つ
ま
ず
い

て
ケ
ガ
を
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

「
コ
ー
ド
や
マ
ッ
ト
も
危
な
い
よ
ね
」「
今
日

の
体
操
を
な
る
べ
く
毎
日
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
ら
な
い
と
ね
」
な
ど
、
参
加
者
同
士

の
体
験
談
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

祓川地区

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉
　10 月子牛せり市に
ついては、国内の旅行
支援や外国人観光客
の入国制限の緩和等に
よる牛肉需要拡大への
期待感から、平均価格
596,154 円（税込）、
前月比＋ 24,035 円と
なりました。
　県内においても新
型コロナウイルス感染
が継続発生しておりま
す。引き続き感染対策
を心がけながら日々の
飼養管理に努めましょ
う。

10月分 畜産情報
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12⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

7㈬ 串 良 5 5

13㈫ ⿅ 屋 9 6

20㈫ ⽥ 代 1 1

22㈭ 垂 ⽔ 3

11⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

2㈬ 垂 ⽔ 5 3

28㈪ ⿅ 屋 5

29㈫ 根 占 5 5

29㈫ ⼤根占 5

29㈫ ⽥ 代 2

30㈬ 串 良 5 5

毎日元気で
あるために
年に１度は
健診を!!

は
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 忘れないように取ります
③　 とんぶりは、この植物の実
を加工したものです

⑦　 マチュピチュは＿＿帝国の
遺跡です

⑨　「もしもし」と出ます
⑩　 枯れ山水の庭には作りません
⑫　壱が一、弐が二なら、陸は
⑬　 王貞治選手は 1、長嶋茂雄
選手は 3でした

⑮　恋よりも深いものなのかも
⑯　桃太郎の家来の一員
⑱　 モミジとも呼ばれることも
あります

⑳　不公平ではありません
㉒　今年収穫した米のこと
㉓　 トラクターを数えるときに
使う言葉

ヨコのカギ
①　 11 月３日は文化の日。＿＿
天皇の誕生日でもあります。

②　 浅草寺の表参道入口に立つ雷＿＿
④　カップルが組むことも
⑤　 11 月 23 日は＿＿感謝の日。
国民の祝日です

⑥　 不審に思う気持ち。＿＿の
念を抱く

⑧　牛や馬に与える餌のこと
⑪　眼科で視力＿＿を受けた
⑬　 マラソン選手に沿道から飛
ぶことも

⑭　 クラブを持ってコースを回
ります

⑮　 兵庫県の＿＿市は子午線の
まちとして知られています

⑰　 イースター島にある巨大な石像
⑲　根拠のないうわさ話
㉑　木々が空中に伸ばすもの

クロスワードパズルの答え（2022年11月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

オ ミ ナ エ シ ア

ノ シ キ キ メ

シ リ カ シ キ リ

ユ オ ケ ヤ カ

ウ マ オ イ セ ン

ブ ツ カ ハ イ

ン ミ ミ カ ザ リ

● 先日、どっ菜市場での新米祭りで新
米を買って食べました。とても美味
しかったです。　　　（高山・67歳）
〇 新米祭へのご来場ありがとうござい
ました！新米はやはりおいしいです
よね。地元産のお米をたくさん召し
上がってください♪

● 女性部の活動気になりました。私はもう62歳なので参加で
きないです。　　　　　　　　　　　　　　（鹿屋・62歳）
〇 女性部では、さまざまな世代の方が活動されていますよ♪
内容等、お気軽に女性部事務局へお問合せくださいね！（女
性部事務局：0994-41-4746）
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶
❷ 

❸ 

❹ 

❺ ❸ ❹

１．令和４年度上半期実績について
２．農業協同組合経理規程の改訂について
３． 営農継続に係る支援対策要領制定について（案）
４．その他

　第 12 回全国和牛能力共進会鹿児島大会が終了。
鹿児島県は日本一連覇を成し遂げました !!
　霧島市の会場は、大変多くの来場者で賑わってい
ました。これから、鹿児島黒牛への関心がいっそう
高まるのではないかと思います。
　関係者の皆様、お疲れ様でした！

　

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
鹿
児
島
大
会
出
品
者
の
活
躍

を
称
え
、
鹿
児
島
黒
牛
日
本
一

を
お
祝
い
す
る
フ
ラ
ワ
ー
オ
ブ

ジ
ェ
で
す
。

　

10
月
13
日
か
ら
18
日
ま
で
、

ど
っ
菜
市
場
入
口
に
展
示
。
約

３
５
０
０
本
の
生
花
を
使
用
し

た
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

力
作
で
す
。

　

お
花
で
で
き
た
牛
の
名
前
は

「
は
な
こ
」。
ど
っ
菜
市
場
の
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
か
わ
い

い
」「
す
ご
い
」「
き
れ
い
」
と

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
終
チ
ェ
ッ
ク
す
る
職
員

　９月 29日に第７回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

みのり 2022.11　


